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	█出演者

ニッポンインシュア株式会社 坂本　真也様代表取締役社長
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	█冒頭のあいさつ

Copyright © NIPPON INSURE&CO.All Rights Reserved.

ニ ッ ポ ン イ ン シ ュ ア 株 式 会 社 │  2 0 2 5 . 1 1 . 1 4

FINANCIAL RESULTS BRIEFING 
MATERIALS
2025年9⽉期通期 決算説明資料

東東証証ススタタンンダダーードド 55 88 44 33

■ニッポンインシュア　坂本様
皆様、本日はご視聴いただき、誠にありがとうございます。

私は、ニッポンインシュア株式会社　代表の坂本です。

本日は 2025 年 9 月期 通期の決算説明をさせていただきます。

限られた時間ではございますが、何卒よろしくお願い申し上げます。

Copyright © NIPPON INSURE&CO.All Rights Reserved. 1

⽬ 次

⽬ 次
C o n t e n t s

01 │ 会社紹介 P. 02

02 │ 実績 P. 08

03 │ 成⻑戦略 P. 16

04 │ サステナビリティ P. 22

本日の主な説明内容は

・会社紹介

・2025 年 9 月期 通期の実績

・成長戦略

です。それでは、会社紹介になります。
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会社紹介 C O M P A N Y  I N T R O D U C T I O N01

会社概要について簡単に説明させていただきます。

すでに当社のことをよくご存じの方もいらっしゃると思いますが、初めてご視聴いただく方や、ニッポンイン

シュアについてあまり詳しくない方にとっても、ご理解いただけるよう、簡潔に説明させていただきますので、

宜しくお願いいたします。

会社概要
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01 会社紹介

⼈と地域社会を⽀える保証会社へ
⾶躍と進化で信頼してご利⽤いただける保証事業を推進

n社 名 ニッポンインシュア株式会社
n本拠地 福岡市中央区天神⼆丁⽬14番2号 福岡証券ビル6階
n代表者 代表取締役社⻑ 坂本 真也
n設 ⽴ 2002年4⽉10⽇
n資本⾦ 3億5千7百万円（2025年9⽉30⽇現在）
n上場市場 東京証券取引所 スタンダード市場［証券コード5843］
n従業員数 126名（2025年9⽉30⽇現在）※契約社員・嘱託社員・パートタイマー含む

n事業内容 家賃債務保証サービス（住居⽤、事業⽤、駐⾞場・コンテナ⽤）／
介護費債務保証サービス／⼊院費債務保証サービス／
ランドリーサービス（FC）／フィットネスサービス（FC）

n会計監査⼈ 有限責任監査法⼈トーマツ
n家賃債務保証業者
登録番号

国⼟交通⼤⾂（2）第43号

n登録商標 • スマートサポート保証［2012年6⽉4⽇ 商願2012-044582］
• ロゴマーク［2014年3⽉18⽇ 商願2014-020569］
• Cloud Insure（クラウドインシュア）［2017年7⽉5⽇商願2017-090867］

n許認可・届出 • 家賃債務保証業者登録制度 国⼟交通省（2023年3⽉）
• プライバシーマーク制度 経済産業省（2015年12⽉）

こちらが会社概要です。

当社は、2002 年に設立しまして、主の事業は家賃債務保証です。

この家賃債務保証を開始したのが 2008 年で、福岡からスタートし、神奈川、東京、新潟、大阪、仙台、名古

屋の現在では７つの拠点で事業展開をしております。

また、フランチャイジーでランドリーサービスとフィットネスサービスの運営を行っております。

それでは、次からが主の事業であります家賃債務保証についての説明になります。
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主要事業の家賃債務保証サービスとは
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01 会社紹介

家賃債務保証とは
⼊居希望者が賃貸住宅を借りやすくするための制度
家賃債務保証とは、⼊居希望者が賃貸住宅の契約を締結する場合に、保証会社が借主の連帯保証⼈に近い役割を果たす制度です。
借主が賃貸借契約の期間中に家賃等を滞納した場合に、保証会社が⼀定範囲内で⽴て替えます。

出典：国⼟交通省家賃債務保証の現状
公益財団法⼈⽇本賃貸住宅管理協会特集最近の賃貸住宅の契約「家賃債務保証事業のしくみと家賃債務保証事業者協議会について」より作成

⼊居者
（借主）

家賃債務保証の契約相関図

不動産管理会社
（貸主）

家賃債務保証業者

賃貸借契約

保証契約保証委託契約

• 連帯保証⼈に近い役割
• 家賃滞納分の⽴替（借主に請求）

⽣活の確保
•保証⼈を探す⼿間が省ける
•⽀払いが困難時に相談が
できる

収⼊の安定
•お部屋を貸しやすくなる
•⼊居率向上で収⼊安定

当社の主の事業である家賃債務保証について説明いたします。

この家賃債務保証とは、賃貸でお部屋を借りる際に連帯保証人が必要になりますが、人的保証に代わり、機関

保証として連帯保証人に近い役割を果たせるようになります。

【家賃債務保証サービスの流れ】
サービスの基本的な流れですが、まず、借主が当社と保証委託契約を交わし、保証料を支払っていただきます。

この保証料が当社の売上になります。

次に、不動産管理会社と当社で契約を交わしているため、サービスがスタート。

サービスの期間中に万が一滞納があった場合には、当社が家賃等を立て替えて送金し、その後、立て替えた金

額を借主に対して請求するという流れです。

【保証サービスのメリット】
この家賃債務保証サービスは、借主と貸主双方にメリットがあると考えています。

借主にとっては、連帯保証人を探す手間が省けますので、スムーズに入居できます。また、入居中に事故や入

院などで支払いが困難になった場合でも、当社が立て替えて送金することでお部屋を確保することができます。

不動産管理会社にとっては、入居審査を当社が行いますので、専門的な入居審査をすることなく滞納リスクを

下げることができ、貸しやすくなることで入居率が上がり家賃収入が安定します。

【社会に対する役割】
私たちは、この事業が借主の生活を守り、管理会社の収入を確保することで、暮らしのサイクルを循環させる

重要な役割を果たしていると認識し、日々の業務を行っております。

会社紹介



本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。

Important disclosures and disclaimers appear at the back of this document.

Briefing Transcription

FISCO Ltd.

https://www.fisco.co.jp

2025 年 12 月3日（水）ニッポンインシュア株式会社
5843  東証スタンダード  その他金融業

04 23 05 23

家賃債務保証サービスの⽀払い⽅法
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01 会社紹介

家賃債務保証会社が借主に代わって⽴替払い
家賃債務保証サービスの⽀払い⽅法と仕組み
家賃債務保証サービスでは、契約形態により⽀払い先が異なり、主に「⼀般保証型」と「⽀払委託型」の2つに⼤別されます。
どちらの形態でも共通しているのは、家賃債務保証業者が借主に代わって⽴替払いを⾏い、その⽴替⾦を借主に請求する点です。

借主が滞納した場合、
代わりに家賃債務保証業者が貸主に弁済し、

借主に請求

⼀般保証型

借主からの委託に基づき、
家賃債務保証業者が貸主に家賃を⽀払い、

借主に請求

⽀払委託型

①請求

②⽀払

通

常

滞
納
時

①請求

②⽀払

⑥⽀払

弁済⾦の請求⑤

代位弁済④

③代位弁済請求

⼊居者 不動産管理会社

⼊居者 不動産管理会社

家賃債務保証業者

⼊居者

家賃債務保証業者

不動産管理会社

③⽀払 ②⽀払請求

①⽴替払い

出典：公益財団法⼈⽇本賃貸住宅管理協会特集最近の賃貸住宅の契約「家賃債務保証事業のしくみと家賃債務保証事業者協議会について」より作成

家賃債務保証サービスには大きく「一般保証型」と「支払委託型」の 2 種類があります。

【2 種類の支払い方法】
・�一般保証型は、借主が不動産管理会社に毎月家賃を支払い、滞納が発生した場合には、不動産管理会社から

当社に報告があり、当社が立て替えて送金をし、その後に借主へ請求する流れです。

・�支払委託型は、当社が借主から家賃の引き落としを行い、引き落としの有無にかかわらず貸主へ送金します。

そして、引き落としがなされなかった場合には、後日請求するという流れになります。

また、この家賃債務保証サービスを借主へ提供するのは不動産管理会社ですので、当社の営業先は不動産管理

会社ということになります。

当社の取り組み
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データ活⽤とタイアップによる当社の取り組みと新たなサービス展開

01 会社紹介

与信審査

賃借側の⽀払い能⼒を、
外部機関の活⽤で⽀払い能⼒をより正確に判断

企業様とのタイアップやその他サービス

企業とのタイアップで、
新しい価値を加え商品の説得⼒を⾼める

オンライン⼊居申込サービスとのデータ連携で
処理速度と利便性の向上

システムの構築と活⽤

デジタル技術を駆使し業務効率化と⽣産性向上
AIの活⽤で分析や予測で⾼度なサービス提供

※順不同 ※記載情報は2025年9⽉30⽇時点で⼀部分の項⽬もあります。
※1. 2025年7⽉23⽇より「ITANDI BB」など、5つのDXサービスを統合・再編。各サービス名称も新たに変更されました。

ニッポンインシュア

家賃債務保証

• ⽇経テレコン（株式会社⽇本経済新聞社）

• WebTel鑑定団（株式会社ジンテック）

• 官報情報鑑定団（株式会社ジンテック）

• 全国暴⼒追放運動推進センター
• LICC（⼀般社団法⼈ 全国賃貸保証業協会）

• JICC（株式会社⽇本信⽤情報機構）

• 孤独死補償
• 家財保険
• 緊急駆付（24時間365⽇）

• ⾒守りサービス
• 近隣トラブル対応
• 保証引継（リリーフ）

• 共同保証
• WEBでの⼝座振替登録

データ連携

• スマート申込（アットホーム株式会社）

• いい⽣活square（株式会社いい⽣活）

• ITANDI賃貸管理※1 （イタンジ株式会社）

• キマルーム Sign（株式会社キマルーム）

• Go Web!（株式会社GoWebクラウド）

• リアプロBB（⽇本情報クリエイト株式会社）

• Park Direct（株式会社ニーリー）

• 申込サポート by SUUMO（株式会社リクルート）

• 契約管理クラウドシステム（Cloud Insure）

• SMS（Short Message Service）

• RPA（Robotic Process Automation）

• オートコール
• AIオペレータ
• AI-OCR（AI-Optical Character Recognition）

• ⽣成AI
• API
• タレントマネジメントシステム
• 電⼦契約サービス
• リーガルチェックツール

介護費債務保証 ⼊院費債務保証

保証サービス提供

こちらが主力事業である家賃債務保証に関する当社の取り組みです。

会社紹介
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【与信審査】
与信審査では、複数の外部機関のデータベースを活用し、独自の審査基準を的確に運用しております。

【データ連携とシステム活用】
入居申込システムとのデータ連携やシステム活用を積極的におこなって、業務効率化、利便性の向上、コスト

削減を実現しております。不動産 DX の流れに沿ったデータ連携はもちろん、当社オリジナルの顧客管理シス

テム「クラウドインシュア」をご利用いただくことで、「顧客・契約情報の管理による業務効率の向上」や「ペー

パーレス化によるコスト削減」といった効果の期待ができます。

【他企業とのタイアップ、付帯サービス】
様々な企業様とタイアップをおこない、単なる家賃債務保証だけでなく、付加価値を付けた多様なプランを

提供しております。保証範囲や保証料の変更だけでなく、「24 時間の緊急駆け付け」や「近隣トラブル対応」、

さらに今後の高齢化を見据えた高齢者向けの「見守りサービス」などを付帯することで、借主にもメリットが

あり、管理会社の業務負担軽減にもつながる商品を先駆けて設計しておりますので、ニーズに合わせた提案が

可能です。また、当社の営業スタッフが管理会社にヒアリングをおこない、会社ごとにカスタマイズした商品

の提供もおこなっております。

今後も、これらのカテゴリをさらにブラッシュアップし、事業展開を強化してまいります。

さらに、家賃債務保証の経験を活かし、「高齢者施設に入所される方を対象とした介護費債務保証サービス」

や「入院患者様の債務を保証する入院費債務保証サービス」を新たに展開しています。これら二つのサービス

は、まだ小規模な割合ではありますが、今後の新たな収益源に育てていきたいと考えております。

会社紹介
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実 績 A C T U A L  R E S U L T S02

それでは、2025 年 9 月期 通期の実績になります。

業績サマリー
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売上⾼・営業利益ともに前年同期⽐で増加

02 実 績

（単位：百万円）
2024年9⽉期
実績

2025年9⽉期
予想※

2025年9⽉期
実績

前年同期⽐
（2024年9⽉期実績⽐率）

予想⽐

売上⾼ 3,220 3,715 3,737 116.0% 100.6%
内 保証事業 3,013 3,492 3,514 116.6% 100.6%
その他 207 222 223 107.7% 100.3%

売上総利益 1,886 2,271 2,341 124.1% 103.1%
販売費及び⼀般管理費 1,468 1,632 1,582 107.8% 97.0%
営業利益 418 639 759 181.5% 118.7%
営業利益率 13.0% 17.2% 20.3% - -
経常利益 410 652 775 188.9% 118.7%
当期純利益 280 440 528 188.7% 120.0%
1株当たり当期純利益 100円73銭 157円04銭 188円49銭 - -

※予想は2025年9⽉期の第3四半期（2025年8⽉8⽇）にて上⽅修正した数値
※記載の数値は百万円以下を切り捨て

こちらは、業績と前年同期比になります。

売上高　　 ：前期比 116.0％の 3,737 百万円

　　　　　　2025 年 9 月期第 3 四半期で開示した予想比で、100.6%

営業利益　：前期比 181.5％の 759 百万円

　　　　　　予想比で、118.7%

当期純利益 ：前期比 188.7％の 528 百万円

　　　　　　同じく予想比では、120.0%

の、業績になりました。
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賃貸市場の成約賃料の上昇などでのトップラインの増加、審査から求償債権回収までのフローやシステム活用

の拡充などで更に効率化につなげる事ができ、利益が修正予想を上回る業績につながったと考えております。

それでは次のページで、実際の売上高や営業利益など、結果の要因についてご説明いたします。

291 

418 

759 

110 156 

156 

230 
104 

161 
47 

209 

2023年9⽉期
実績

2024年9⽉期
実績

2025年9⽉期
実績

業績推移
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売上⾼・営業利益ともに前年同期⽐で増加。市場適応型サービスとデジタル化が業績を牽引

02 実 績

※1. 予想は2025年9⽉期の第3四半期（2025年8⽉8⽇）にて上⽅修正した数値
※2023年9⽉期の四半期別実績は監査法⼈による四半期レビュ―を受けていないため記載しておりません
※記載の数値は百万円以下を切り捨て

2,876 
3,220 

3,737 

771 879 

786 
906 

820 
955 

842 

996 

2023年9⽉期
実績

2024年9⽉期
実績

2025年9⽉期
実績

売 上 ⾼
（単位：百万円）

営 業 利 益
（単位：百万円）

当 期 純 利 益
（単位：百万円）

4Q

3Q

2Q

1Q

196 

280 

528 

76 109 

96 
163 68 

104 
38 

151 

2023年9⽉期
実績

2024年9⽉期
実績

2025年9⽉期
実績

4Q

3Q

2Q

1Q

2025年9⽉期
予想※1

3,715 2025年9⽉期
予想※1

639

2025年9⽉期
予想※1

4404Q

3Q

2Q

1Q

こちらが、2025 年 9 月期 通期の売上高、営業利益、当期純利益の過去 2 期分と比較、推移になります。

【売上高】
まず、売上高についてですが、引き続き新規取引先の開拓に注力し、営業エリアの拡充にも取り組んでまいり

ました。既存の取引先に対しては、新しい商品設計の提案や対応を強化することで、シェアの拡大を目指して

まいりました。

その結果、契約件数は安定的に推移し、契約単価の上昇もあり、売上も増加しております。

【営業利益・純利益】
また、当社はデジタル化やオートメーション化を推進し、SMS を活用した WEB 請求やオートコール、AI オ

ペレータによる自動化システムを積極的に導入しております。これにより、業務の効率化と回収率の向上を実

現し、営業利益および当期純利益の増加に繋がりました。

以上の結果、当社は新規取引先の開拓と既存取引先への対応強化により、売上高の増加を達成いたしました。

また、デジタル化とオートメーション化の推進により、業務効率の向上と回収率の改善を実現し、営業利益お

よび当期純利益の増加に繋がりました。

今後もこれらの取り組みを継続し、さらなる成長を目指してまいります。
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家賃債務保証料 業績推移（着⾦ベース）
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保証契約件数は堅調に伸⻑し、初回保証料は昨年同期⽐の約118%で推移

実 績

初 回 保 証 料 更 新 保 証 料 ⽉ 額 保 証 料

02

※2023年9⽉期の四半期別実績は監査法⼈による四半期レビュ―を受けていないため参考値
※記載の数値は百万円以下を切り捨て

初 回 保 証 料 更 新 保 証 料 ⽉ 額 保 証 料

1,528 
1,650 

1,964 

338 362 408 

370 366
461 

456 513

606 
361 408

482 

2023年9⽉期
実績

2024年9⽉期
実績

2025年9⽉期
実績

781 
876 

973 

163 183 205 

230
266 305 

189
219

234 
197

206
227 

2023年9⽉期
実績

2024年9⽉期
実績

2025年9⽉期
実績

223 
300 

409 

47 67 90 52 70 
95 59 

77 
107 

63 
84 

115 

2023年9⽉期
実績

2024年9⽉期
実績

2025年9⽉期
実績

前年同期⽐
118.8% 前年同期⽐

111.0%

前年同期⽐
136.2%

4Q

3Q

2Q

1Q

4Q

3Q

2Q

1Q

4Q
3Q
2Q
1Q

こちらが家賃債務保証に関してのグラフです。

保証料売上には３つの分類がありまして、

一つ目は、保証契約時にお支払いいただく「初回保証料」、

二つ目は、１年に一度の更新時にお支払いいただく「更新保証料」、

三つ目に、ケースとしては多くありませんが、毎月お支払いいただく「月額保証料」

この３つの分類があります。

【初回保証料】
初回保証料の今期の実績は、前年同期比で 118.8% の 1,964 百万円。

【更新保証料】
続いて、更新保証料ですが、こちらは契約更新に伴い発生する収入であり、ストック型収入として重要な役割

を果たします。

実績は、前年同期比で 111.0% の 973 百万円で、安定的な収益基盤の形成につながっております。

【月額保証料】
三つ目の月額保証料につきましても、同様に増加傾向で、実績は、前年同期比で 136.2% の 409 百万円と伸

びております。

それでは、次がこの売上を増加していくための当社の KPI について説明をいたします。　
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KPI（重要業績評価指標）スナップショット
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ビジネスの成⻑と収益の安定を⽀えるKPI

02 実 績

※1. 求償債権発⽣率:当事業年度の債務保証額に対し、当事業年度に賃料の未納が発⽣し代位弁済した⾦額の⽐率
※2. 求償債権回収率:当事業年度請求発⽣額に対し当事業年度に回収した⾦額の⽐率
※求償債権発⽣率・求償債権回収率は四半期の平均
※初回保証契約件数・初回保証料契約単価については駐⾞場プランを除いた数値

2024年9⽉期
実績

2025年9⽉期
実績

前年同期⽐
（2024年9⽉期実績⽐率）

初回保証契約件数 33,474件
（2024年9⽉期実績）

33,749件
（2025年9⽉期実績）

100.8%

初回保証料契約単価 46,954円
（2024年9⽉期実績）

51,846円
（2025年9⽉期実績）

110.4%

求償債権発⽣率※1 6.2%
（2024年9⽉期平均）

6.3%
（2025年9⽉期平均）

+0.1point

求償債権回収率※2 98.8%
（2024年9⽉期平均）

98.8%
（2025年9⽉期平均）

±0.0point

重要業績
評価指標

売上増加
初回保証契約件数×

初回保証料契約単価で
売上を増加

収益確保
⾼い求償債権回収率で
貸倒債権の増加を抑え
安定した利益を確保

こちらが、当社の KPI　2025 年 9 月期 通期の実績と前年同期比です。

【結果】
初回保証契約件数　：33,749 件（前期比（通期）100.8％）

初回保証料契約単価：51,846 円（前期比（通期）110.4％）

求償債権発生率　　：6.3％  ( 前期比（通期）＋ 0.1point）

求償債権回収率　　：98.8％（前期比（通期）± 0.0point）

の実績を残しております。

次が各 KPI の推移になります。

26,969 
29,141 

31,867 

2021年9⽉期
実績

2022年9⽉期
実績

2023年9⽉期
実績

2024年9⽉期
実績

2025年9⽉期
実績

50,633 49,622 47,253 46,954 
51,846 

KPI （重要業績評価指標）推移
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初回保証料契約単価は上昇傾向。当社独⾃の審査基準で滞納リスクを抑制

実 績02

初回保証契約件数と初回保証料契約単価

（単位：円／件）

初回保証契約件数

33,474

初回保証料契約単価

33,749

5.4% 5.4% 5.8% 6.2% 6.3%

98.4% 98.6% 98.7% 98.8% 98.8%

2021年9⽉期
実績

2022年9⽉期
実績

2023年9⽉期
実績

2024年9⽉期
実績

2025年9⽉期
実績

求償債権発⽣率

求償債権回収率

求償債権発⽣率と求償債権回収率

まず、売上増加に直結する KPI として「初回保証契約件数」と「初回保証料契約単価」があります。

【初回保証契約件数】
新規取扱店の拡大や既存取引先でのシェア拡大により、契約件数は堅調な推移を維持しています。

今後も積極的な営業活動を通じて、さらなる契約件数の増加を目指してまいります。
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【初回保証料契約単価】
契約単価も上昇しております。ニーズに合わせた付帯商品やカスタマイズ商品、また居住用、事業用の成約賃

料の上昇も単価上昇の要因になっております。

引き続き、市場動向を注視し、適切な対応を続けてまいります。

続いて、収益確保のための KPI である「求償債権発生率」と「求償債権回収率」についてご説明いたします。

【求償債権発生率】
発生率は前年同期比で微増していますが、これは支払委託型契約の増加や口座登録の不備など、初期遅延が主

な要因です。支払い能力自体に問題があるケースは多くありません。

SMS や WEB 請求、自動音声案内などの督促ツールを活用し、即時回収に努めてまいります。

【求償債権回収率】
契約件数が増加する中で、回収率は高い水準を維持しています。1 ヶ月以内の滞納はシステムを活用して迅速

に対応し、2 ヶ月以上の長期滞納には人による交渉や訪問を行うなど、状況に応じて人とシステムを使い分け

ております。

このように、売上面では契約件数の安定的な推移と単価上昇が寄与し、収益面では効率的な回収体制により収

益確保を実現しています。信用情報を活用した審査や、入居者の支払履歴分析による早期督促も、長期滞納リ

スクの抑制に繋がっております。今後も、これらの KPI を注視しながら、持続的な成長と企業価値向上に取

り組んでまいります。

2025年9⽉期業績と配当
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安定した業績成⻑に伴い、現状の配当予想16円から19円に増額

実 績02

2025年9⽉期業績予想と実績 2025年9⽉期の配当予想と結果

（単位：百万円）
予 想※ 実 績

売上⾼ 3,715 3,737
営業利益 639 759
経常利益 652 775
当期純利益 440 528
1株当たり当期純利益 157円04銭 188円49銭

19円/株
2025年9⽉期末

配 当
予 想※

16円/株

※予想は2025年9⽉期の第3四半期（2025年8⽉8⽇）にて上⽅修正した数値

続いて、当期業績と配当についてです。

第 3 四半期の決算説明時に、業績予想の上方修正、及びそれに伴い１株当たり 16 円への期末配当予想の報告

をさせていただきました。2025 年 9 月期の結果としましては、皆様のご支援と当社の堅実な業績で、当期は

予想を上回る結果になりました。

その業績に伴い１株当たり 19 円の配当を報告させていただきます。

これは、皆様のご支援と当社の堅実な業績の結果で、そのお陰で当期は配当を増加し、株主の皆様に対する還

元を一層強化してまいります。
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2026年9⽉期業績と配当予想
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配当性向10％以上を⽬標とする基本⽅針のもと、継続的な成⻑で安定的な配当の実現を⽬指す

実 績02

2026年9⽉期業績予想 2026年9⽉期の配当予想

（単位：百万円）
2025年9⽉期

実績
2026年9⽉期

予想
前期⽐

(2025年9⽉期実績⽐率)

売上⾼ 3,737 4,233 113.3%

営業利益 759 883 116.4%

経常利益 775 887 114.5%

当期純利益 528 617 116.8%
1株当たり
当期純利益 188円49銭 218円59銭 ー

22円/株
2026年9⽉期末

配当予想

続いて、2026 年 9 月期の業績予想と配当予想になります。

売上高　　　　　　　：前期比 113.3％の 4,233 百万円

営業利益　　　　　　：前期比 116.4％の 883 百万円

経常利益　　　　　　：前期比 114.5％の 887 百万円

当期純利益　　　　　：前期比 116.8％の 617 百万円

１株当たり当期純利益：218 円 59 銭

配当予想　　　　　　：1 株当たり 22 円

を予想として報告いたします。

2026 年 9 月期の予想につきましては、取引会社ごとのこれまでの状況を踏まえつつ、市場動向も考慮しなが

ら予想を策定しております。当社の強みでもある「不動産管理会社との強固なコネクション」を活かし、日頃

から密にコミュニケーションを取りながら現場の動向や市場の変化について積極的に情報収集を行っていま

す。こうした体制により、変化の兆しを見逃さず、柔軟に対応できるよう努めてまいります

配当に関しては、業績拡大のための投資を見据えるとともに、継続的な配当を行うため、年１回の期末配当と

して配当性向 10％以上を目標とすることを基本方針としております。

今後も、持続的な成長と企業価値の向上を目指し、全社一丸となって取り組んでまいります。

引き続き、皆さまのご支援とご期待にお応えできるよう努めてまいりますので、どうぞよろしくお願い申し上

げます。 
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FINANCIAL RESULTS BRIEFING MATERIALS
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成⻑戦略 GR OW T H  S T R A T E G Y03

ここからは当社の成長戦略になります。

成長戦略としては大きく 3 つ挙げており、

1 つ目は、主要都市を中心とした事業展開

2 つ目は、システム活用によるコストリーダーシップ戦略

3 つ目に、人材育成による接客技術の向上

になります。

主要都市を中⼼とした事業展開
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主要都市を中⼼とした事業展開と不動産会社から⽣まれた当社ならではの視点と提案⼒

成⻑戦略03

九州・関東地区を中⼼に保証サービスを展開し、売上の⼤半を占めている。
当社は、後発ながらも新規契約を獲得しており、
⽀店が近隣地域をカバーする体制を構築しつつ、さらなる成⻑を⽬指す。

賃料が⾼く⼈⼝の多い主要都市に⽀店を構え
近隣の県もカバーする体制で保証サービスを提供

仙台⽀店
2020年

東京⽀店
2016年

⼤阪⽀店
2019年

神奈川⽀店
2013年

新潟⽀店
2016年

福岡本社
2002年

名古屋⽀店
2024年

ニッポンインシュアを⽀える強みとビジネス展開

主要都市への展開
⼈⼝が多く賃料相場も⾼い主要都市に⽀店・サービスを展開

カスタマイズ商品の提案
細かなヒアリングからニーズに合った保証サービスを提案

継続利⽤の促進
柔軟なサポートで顧客満⾜度が向上し、⻑期的な継続利⽤を確保

差別化による顧客ロイヤリティ向上
システムの利便性向上で競合他社との差別化による顧客の確保

まず最初に、事業展開です。

【事業展開方針】
事業展開の方針として、今後も主要都市への出店を計画しております。主要都市を中心に展開する理由は、人

口が多く賃料相場も高いため、売上単価が向上するからです。また、開設した支店から近隣の県もカバーする

体制を維持しております。

今後も営業活動の強化とエリア拡大を図り、顧客満足度の向上とパートナー企業との連携を深め、更なる成長

を目指してまいります。
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決算説明

【強み】
また、当社は不動産管理会社から生まれた家賃債務保証会社としての強みを活かし、ニーズに合わせてカスタ

マイズした商品の提案や、柔軟なサポートで信頼関係を強化し、保証サービスの長期的な継続利用につなげて

まいります。

【システム ー 差別化】
システム面では、顧客管理システム「クラウドインシュア」の利便性を、状況に応じて継続的に向上させてお

ります。これにより、競合他社との差別化を図り、管理会社との連携を強化し、顧客ロイヤリティの向上にも

努めてまいります。

当社は家賃債務保証業界では後発で小規模ながらも、競合他社からシェアを獲得してきた実績があります。既

存支店でのシェア拡大と新規出店によるエリア拡大を継続的に行い、更にシェアの拡充を目指してまいります。

今後も、ニーズに合わせた多様な商品プランで契約件数を増加させ、高い回収率を維持して損金を減らし、収

益を確保してまいります。

不動産会社から⽣まれた当社の強み
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不動産管理会社の経験を活かし強固な信頼で選ばれるニッポンインシュア

成⻑戦略03

それぞれの不動産管理会社が抱える課題は異なることを理解した上で、
当社は各不動産管理会社のニーズに合わせて商品をカスタマイズして
提供しています。

各不動産管理会社のニーズに合わせた
保証サービスの提案

当社は不動産管理会社との強固なコネクションを持っており、その⾼い
信頼性から新たな不動産管理会社を紹介していただくことが多く、取引
先拡⼤につながっています。

不動産管理会社から⽣まれた強みを活かし
強固なコネクションで新規獲得

不動産管理会社の専⾨性を活かした強み

⾏動・経過

新規契約数獲得率信頼性

新たな顧客を紹介
信頼性が⽣み出した
新たなコネクション

新規顧客の獲得で
さらなる売り上げに貢献

強固なコネクション
強固なつながりがあるため
評判に信憑性がある

保証契約
件数の増加

カスタマイズ商品の提案
各不動産管理会社と同じ⽬線で
考慮したカスタマイズ商品を提案

経験を活かした対応
不動産管理会社や⼊居者の

気持ちを深く理解しヒアリング

要望と合致することで顧客満⾜と
信頼性が向上し継続して利⽤継続的に

サービス利⽤

ニッポンインシュア

不動産管理会社の
経験を活かした強み

不動産管理会社との
コネクションの強み

ここでは、先ほど話をいたしました当社の強みである不動産管理会社から生まれた強みについて説明をいた

します。

当社は不動産管理会社から生まれた保証会社であり、豊富な経験とノウハウを活かして家賃債務保証サービス

を提供しております。この背景により、管理会社や入居者の気持ちを深く理解し、きめ細やかな対応が可能です。

【個々に合わせた（カスタマイズ）商品提案】
当社は、各管理会社が抱える課題は、それぞれ異なることを理解した上で、ニーズに合わせて、カスタマイズ

した商品の提供も行っております。これは、管理会社としての経験があるからこそできることであります。ま

た、付帯サービスを含めた保証や入居者対応などの包括的なサービスを提供する事で、管理会社はワンストッ

プで様々なサポートを受けられます。この利便性が、顧客満足につながり、継続的に保証サービスを利用して

いただけます。
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【強固なコネクション】
さらに、当社は不動産管理会社との強固なコネクションを持っており、その高い信頼性から新たな不動産管理

会社を紹介していただくことが多く、取引先拡大から新規契約件数の増加やエリア展開につなげております。

このように、当社は不動産管理会社としての経験と家賃債務保証サービスを組み合わせることで、管理会社と

入居者の双方に多くのメリットを提供し、競合他社との差別化を図っております。不動産管理会社が抱える課

題を理解し、それに寄り添った提案を行うことで、信頼できるパートナーとして選ばれ、結果を残せている理

由と考えております。

SMS・電話など

システム活⽤による、コストリーダーシップ戦略
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デジタル・オートメーション化の推進でコスト削減と処理能⼒が向上し競争優位性を図る

成⻑戦略03

当社では、RPAやOCR、クラウドシステムを導⼊し、内部処理の効率化
を図っています。また、AIオペレータやロボットコール、オートコール
を活⽤し、外部連絡の効率と回収⼒を向上させています。

RPAとAIで内部処理と外部連絡を最適化
システム投資でサービス向上と負担軽減を実現不動産管理会社

保証委託契約者

取扱店の増加

契約者の増加

従業員
（内部処理） SYSTEM

従業員
（外部処理）

• RPA・OCR
• クラウドシステム
• 電⼦申込システム連携
など

AUTOMATION

• オートコール
• ロボットコール
• AIオペレータ
など

審査・契約など

家賃案内・問い合わせなど

ニッポンインシュア

契約件数の増加に⽐例して従業員や機材を補充するのではなく、デジタル
化を促進することで処理能⼒を向上させ、コスト削減につながるように
しております。

業務効率だけでなくサービスの向上にもつながる
契約件数増加による⼈と物の補充体制から脱却

Cloud insure・FAXなど

管理会社・契約者との対応プロセス

取扱店・契約者増加で
従業員・機材

補充

2 つ目の成長戦略はコストリーダーシップ戦略です

【業務効率化】
当社では、管理会社に対する処理において、RPA や OCR、クラウドシステムの導入で、内部処理の改善に努

めております。これにより、業務の効率化と精度向上を実現しております。

【回収力・顧客満足向上】
また、外部連絡に関しては、AI オペレータやロボットコール、オートコールなどの技術を引き続き活用し、

業務効率と回収力の向上を図っております。これにより、迅速かつ効果的なコミュニケーションが可能となり、

顧客満足度の向上にも寄与しております。

【コスト削減】
さらに、デジタル化やオートメーション化により、契約件数が増加しても設備や人員を増やすことなく対応で

きる体制を整えております。

今後も、このようなシステム活用に積極的に投資し、処理能力をさらに向上させるとともに、業務負担の軽減

とサービスの向上を目指してまいります。
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既存深耕新規獲得

⼈材育成による接客技術の向上
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⼈材育成による接客スキル向上でクライアントとの信頼関係で新規獲得・既存深耕を持続

成⻑戦略03

常に最新の情報やスキルを習得し、クライアントの要望に迅速に対応
しています。⼈材育成を通じて接客スキルを向上させ、顧客満⾜度を
⾼めています。クライアントとの信頼関係を強化し、新規顧客の獲得
と既存顧客の深耕を持続しています。

顧客満⾜追求するための強⼒な営業⼒の向上と
実践

当社は形のない商品を提供しており、滞納が発⽣することもあるため、
会社や従業員の信⽤⼒も重要と捉えています。定期的に外部講師を招
き、取引先管理会社の課題解決に向けた提案ができるように⼈材育成
を⾏い、密着型・提案型の営業活動を継続し、新規取引先の開拓と既
存取引先のシェア拡⼤に繋げています。

信頼と成⻑を⽀えるための充実した
研修プログラムの実施

不動産
管理会社

ベーシックプランにプラスして
ニーズに合わせた付帯商品

クライアントに合わせた
カスタマイズプランの提案

情報やシステムのアップデート
定期的な情報共有と商品開発

データ連携とシステム活⽤による
効率の良い営業

独⾃の審査基準で⼊居率向上

独⾃開発〝Cloud Insure〟利⽤促進卓
越した管理やペーパーレスなど

訪問活動からソリューション対応
顧客満⾜の持続

オートメーション化で早期対応
効率的で⾼い債権回収率

⼈材育成のフレームワーク

3 つ目の成長戦略は人材育成です。

【人材育成の必要性】
当社は形のある商品を製造・販売するのではなく、形のないサービスを提供しております。また、このサービ

スを利用するのは滞納が発生した時と頻度も多くはないため、商品内容だけでなく、会社や従業員の信用力も

非常に重要と考えております。

【研修によるお客様との繋がりを強化】
そのため当社では、定期的に外部講師を招いて、数ヶ月にわたって傾聴力や質問力などを高める研修を実施し

ております。これにより、お客様との繋がりを深めることを目指しております。また、取引先管理会社の課題

に対して適切な提案ができるよう、人材育成を進めつつ、密接な関係を築く提案型の営業活動を展開してまい

ります。

人材育成は、単に新規取引先開拓の手段ではなく、社員一人ひとりの成長を促し、長期的に働き続けられる環

境を整え、優秀な人材の定着を図ることを目的としています。これにより、当社のサービス品質を高め、持続

的な成長を実現してまいります。
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今後の重点的取り組み
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売上・収益・システムの3つの領域で差別化を図り、会社の成⻑と強化を促進

成⻑戦略03

営業領域
SALES

取扱商品の多⾓化による事業拡⼤・業務効率化の推進・継続的な業務改善と⾰新
商品のブラッシュアップによる提案、介護費・⼊院費で他業界へのサービス提供、システム導⼊による差別化、
情報の可視化による分析で効率的かつ効果的な営業で、売上の向上を⽬指す

債権管理領域
RECEIVABLES

業務の⾃動化・能⼒の平準化・効率的な回収と業務品質の維持
オートメーション化による休⽇や時間外の対応、社員教育による意識の統⼀と正確な情報共有、迅速な現地訪問による状況把握、
遠⽅エリアの調査会社利⽤で、業務省⼒化により債権回収を効率的に実施し収益性向上を図る
追跡調査の外部サービス利⽤や、⽀払い督促⼿続きの⾃動化などを検討。実現の可能性を評価していく

システム領域
SYSTEM

契約管理システムの改修・DX推進・稼働システムの評価と改善
Cloud Insureのユーザビリティ向上（電⼦契約等の新機能導⼊）、AI（AI-OCR）を⽤いたデータ分析と業務利⽤による業務効率化、
基幹システムの機能改善を計画しており、システム基盤の充実を図り、顧客ロイヤルティの向上や業績拡⼤・向上を⽀える

売上伸⻑

収益確保

差別化

商品品質の向上 他業界への進出 システム導⼊ 情報の可視化・分析

業務の省⼒化 業務の平準化 迅速な状況把握

ユーザビリティ向上 AIによるデータ分析 システムの機能改善 収益拡⼤の⽀援

オートメーション化 外部サービス利⽤検討

こちらが今後の重点的な取り組みです。

【売上伸長 ー 営業領域】
まず、攻めの営業領域では、商品のブラッシュアップを行いながら提案力を強化し、取扱商品の多角化による

事業拡大と業務効率化を引き続き推進します。

また、システム活用による差別化を図り、利便性の向上を通じて顧客満足度を高めます。

状況や時勢の変化に常にアンテナを張り、臨機応変に対応することで、不動産管理会社のニーズに迅速に応え

てまいります。

家賃債務保証サービスの拡大はもちろん、今後増加が予想される高齢者人口に対してや、介護費や入院費の分

野での対応を強化し、サービスの充実を図ってまいります。

【収益確保 ー 債権管理領域】
次に、守りの債権管理領域では、業務の自動化と社員の業務能力の平準化と高度化を継続的に進め、効率的な

回収と業務品質の維持を図ります。これにより、収益性の向上を目指してまいります。

【差別化 ー システム領域】
最後に、システム領域では、契約管理システムの改修や DX の推進、稼働中のシステムの評価と改善を継続的

に行い、時勢に応じた最適化を図ってまいります。

顧客管理システム「クラウドインシュア」のユーザビリティ向上を図り、AI を用いたデータ分析と業務利用

による業務効率化を進めてまいります。これにより、顧客ロイヤルティの向上や業績の拡大・向上を支えるこ

とを目指してまいります。

以上の取り組みを通じて、お客様の満足度向上と当社の更なる成長の実現を目指してまいります。
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サステナビリティ  S U S T A I N A B I L I T Y04

それでは、当社のサステナビリティについてです。

事業とSDGs・ESG
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“持続可能な社会の実現”に向けたニッポンインシュアの取り組み

04 サステナビリティ

SDGs
持続可能な
開発⽬標

社 会
SOCIAL

地域社会の活性化
介護費債務保証・⼊院費債務保証をお客様に提供し、社会的にサポートが必要な⼈がひとりでも多く⼗分な介護・医療を受けられるように保証のチカラでサポートします。
カーブスの30分サーキットトレーニングは、⼈が想い描く素晴らしい⼈⽣を応援し多くの⽅の健康寿命の延伸に貢献します。

ガバナンス
GOVERNANCE

従業員に最⼤限のパフォーマンスを
新⼊社員から中堅社員まで社内・社外研修を取り⼊れ、共に育つ【共育】と教えて育つ【教育】の両⽅を実施します。
また、【教育】では知識向上やスキルアップをはかる従業員に対しては会社が費⽤を負担し、個々⼈が希望する教育環境を提供し、⾃⼰研鑽やスキル向上を実践します。

平 等
EQUALIT

差別の無い平等な社会づくり
⼊居審査ではLGBTを問わず、⼈の中⾝によって厳密で平等な審査を⾏っています。また、出産・育児・介護などライフイベントに合わせた働き⽅ができるよう、必要に応じて業務
パフォーマンスとのバランスを取りつつ、産休、育休、時短勤務などを認めています。こうした配慮により、⼥性に偏りがちな⽣活負担による労働・昇進機会不平等の是正に貢献します。

ESG
持続可能な

未来への企業の
取り組み

環  境
ENVIRONMENT

デジタル化によるペーパーレスの推進
当社はペーパーレス化を推進し、契約書や申込書の電⼦化を進めています。顧客管理クラウドシステムを導⼊し、情報をデータで管理することで、各種書類のデジタル化を実現し、
紙資源の使⽤量を⼤幅に削減に繋げています。

社  会
SOCIAL

多様な債務保証サービスの提供と⼥性活躍推進
家賃債務保証に加え、介護費債務保証や⼊院費債務保証を提供することで、より多くの⽅々が平等に安⼼して⽣活できるよう⽀援しています。
また、⼥性の活躍を推進し、多様性と包摂性のある職場環境を整えています。

ガバナンス
GOVERNANCE

コンプライアンス・リスクマネジメントの強化と環境整備
コンプライアンス・リスクマネジメント委員会を中⼼に、毎⽉1回のリスク・コンプライアンス研修を実施し、従業員の認識向上を図っています。
さらに、定期的なテストを通じて理解を深めています。また、リスクコンプライアンスマニュアルを作成し、毎年⾒直しを⾏い、更には、従業員が報告しやすい環境を整えています。

当社の事業を通じて、SDGs の「社会」「ガバナンス」「平等」に貢献できるように努め、ESG では「ペーパー

レス化の推進」「多様な債務保証サービスの提供と女性活躍推進」「コンプライアンス・リスクマネジメントの

強化」に努めております。
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決算説明
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私たちの理念

ニッポンインシュアは保証事業を中⼼に不動産業界だけでなく、
他業界へのサービス提供で、⼈と地域社会の進歩発展に貢献します

社会の課題 社会に貢献

• 少⼦⾼齢化
• ⼈⼝減少
• 社会情勢の影響

私たちの事業
• 保証サービス
• フィットネスサービス
• ランドリーサービス

• 連帯保証⼈の確保
• 住宅確保要配慮者対応
• 空き部屋

< 賃貸業界 >
< 経済・情勢>

社会の発展
< ニッポンインシュア>

最後になりますが、当社の決意をお伝えいたします。

社会の課題として、少子高齢化、人口減少、社会情勢の影響があります。

その中で、賃貸業界の課題として、連帯保証人の確保、住宅確保要配慮者の方への対応、空室対策が挙げら

れます。

当社の事業を通じてこれらの課題を解決し、当社の経営理念である、「人と地域社会の進歩発展」に貢献をし

てまいります。

以上で説明を終わらせていただきます。
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	█質疑応答

FINANCIAL RESULTS BRIEFING MATERIALS

Copyright © NIPPON INSURE&CO.All Rights Reserved.

事前質問に対する回答  ANSWERS TO PRELIMINARY QUESTIONS
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ここからは、事前にいただきましたご質問にお答えいたします。

たくさんのご質問をお寄せいただき、誠にありがとうございました。

多数のご質問をいただきましたが、同じ趣旨のご質問には、まとめて回答させていただきますので、ご了承く

ださい。

それでは、最初の質問にすすめさせていただきます。

Copyright © NIPPON INSURE&CO.All Rights Reserved.

事前質問に対する回答

<Q.1>

初回保証契約件数の成⻑ペースについて

27

＜質問 .1 ＞
「初回保証契約件数の成長ペースについて」

の質問をいただきました。ご質問ありがとうございます。

では、回答させていただきます。 
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質疑応答

＜回答＞
2025 年 9 月期は、営業活動を強化しつつ、適切な滞納リスク管理と高い求償債権回収率の維持を図るため、

引き続き適切な審査基準を適用してまいりました。その結果、契約件数は安定的に推移しております。

また、家賃相場や建築費の上昇により新規賃貸物件が減少するなど、外部環境の変化も見られますが、こうし

たリスクを注視しながら、新規顧客の開拓や既存顧客との取引拡大に取り組んでおります。

公表しております 2026 年 9 月期の業績予想達成に向け、営業体制の強化やデジタル施策による効率化を進め、

契約件数のさらなる拡大を目指してまいります。

以上が、ご質問への回答となります。

では、次の質問です。

Copyright © NIPPON INSURE&CO.All Rights Reserved.

事前質問に対する回答

<Q.2>

来期の業績予想の算出⽅法について
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＜質問 .2 ＞
「来期の業績予想の算出方法について」

の質問をいただきました。ご質問ありがとうございます。

では、回答させていただきます。

＜回答＞
来期の業績予想につきましては、これまでの実績や市場動向を踏まえ、契約件数と単価を積み上げて売上予想

を作成しております。

費用面につきましても、今期の実績や今後の人員計画、投資計画を加味し、予算を策定しております。

以上が、ご質問への回答となります。

では、次の質問です。 
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質疑応答
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事前質問に対する回答

<Q.3>

保証料契約単価の増加要因について
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＜質問 .3 ＞
「保証料契約単価の増加要因について」

の質問をいただきました。ご質問ありがとうございます。

では、回答させていただきます。

＜回答＞
保証料契約単価の増加要因については、顧客ニーズに応じた付帯商品やカスタマイズ商品の提供、タイアップ

による付加価値の創出を通じて、商品の価値向上に取り組んでおります。

加えて、居住用・事業用物件の成約賃料の上昇が主な要因となっております。

今後も市場動向を注視し、柔軟かつ適切な対応を継続することで、顧客満足度と収益性の両立を目指してまい

ります。

以上が、ご質問への回答となります。

では、次が最後の質問になります。 
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質疑応答
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事前質問に対する回答

<Q.4>

今後の株式分割に関する⽅針について
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＜質問 .4 ＞
「今後の株式分割に関する方針について」

の質問をいただきました。ご質問ありがとうございます。

では、回答させていただきます。

＜回答＞
今後の方針につきましては、株主の皆様の利便性向上や市場での流動性確保の観点から、資本政策や投資単位

の適正化を含め、総合的に検討しております。

現時点で具体的な内容や時期は決定しておりませんが、東京証券取引所のガイドラインや市場動向を踏まえ、

適切な投資単位の維持に努めてまいります。

方針に変更がある場合には、法令および上場規程に基づき、速やかに適時開示を行います。

以上が、ご質問への回答となります。

今回の質問、回答に関しましては以上となります。

	█終わりのあいさつ
これをもちまして、説明を終わらせていただきます。

皆様のご支援のおかげをもちまして、2025 年 9 月期も好業績をおさめることができました。

今後ともより一層のご支援のほどをよろしくお願いいたします
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